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青森県障害福祉サービス人材育成事業の取組状況について

【取組状況】項目 人材育成部会
開催

事業委託先の
決定

研修事業実施 国研修派遣 人材育成部会
開催

自立支援協議
会開催

時期 H30年2月 H30年4月 H30年5月~1月 H30年5月~2月 H31年2月4日 H31年3月14日

内容 〇次年度研修事
業の方針、ワー
キング会議メン
バー（各研修講
師等）の検討

〇H29年度に事務

所を有する法人で
あること、障害福祉
サービス又は福祉
人材に関する研修
事業の実施経験が
あること等を応募資
格として公募

○審査会を設置し、
法人運営、実施体
制、事業計画等を
審査し、委託先を県
社協に決定

○H30年度におい

ても県社協と業務
委託契約

○委託先が研修毎
にワーキング会議を
開催
（ﾜｰｷﾝｸﾞ開催数）
相談：6回,サビ：5回
強行：1回,同行：1回

〇委託先は研修講
師と相談しながら、
研修の進め方、役
割分担、受講者等を
決定し、研修を実施。

（研修の開催）
相談:7~12月
サビ:11~1月
強行:7~9月
同行:9月

〇相談支援従事
者研修、サービス
管理責任者等研
修及び強度行動
障害支援者養成
研修については、
講師予定者等を
国研修に派遣

※講師派遣者数
相談：6月3人
サビ：9月5人
強行：5月2人
相談主任：

1~2月3人
相談初任ﾓﾃﾞﾙ：

11~1月1人
相談現任ﾓﾃﾞﾙ：

1~2月1人

〇次年度研修事
業の方針、ワー
キング会議メン
バー（各研修講
師等）の検討

〇人材育成部
会で検討した
H30年度実績、
H31年度事業計
画等を報告

備考 県 県 委託先 委託先 県 県
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【青森県障害福祉サービス等人材育成事業の概要】
◆①相談支援従事者研修、②サービス管理責任者及び児童発達管理責任者研修、③強度行動障害支援者養成研修、④同行援護従業
者養成研修の実施（研修ごとのワーキング会議開催含む）、国研修への講師等の派遣

◆平成29年度から、社会福祉法人青森県社会福祉協議会（県社協）と業務委託契約



障害福
祉計画
修了者
目標数

開催回数 定員
修了者数
(受講者

数)

障害福
祉計画
修了者
目標数

開催回数 定員

　 講義１回 (300) (201) 　 講義１回 (300)

100 演習１回 100 122 100 演習1回 100

(2)現任研修 85 １回 85 95 85 １回 85

(3)専門コース別研修 50 １回 120 56 50 １回 50

(4)主任研修

計 235 305 273 235 235

共通講義 1回 (260) (186) 講義 １回 (260)

介護 １回 60 58 演習 １回 260

地域生活
（身体）

１回 20 7

児童 １回 60 58

地域生活
（知的・精神）

１回 60 55

就労 １回 60 65

計 260 260 243 計 260 260

講義・演習 ２回 400

(200*2)

400

(3)実践研修

(4)専門コース別研修

計 260 260 660

基礎研修終了後、５年間で２年以上の実務経験
がある者

受講対象者の発生する平成33（2021）年度から実施
※2又は3日間（14.5時間）

②サービ
ス管理責
任者・児
童発達支
援管理責

任者

未定（分野別の廃止に伴い創設） 平成32（2020）年度以降の実施を検討

(1)サービス管理責任
者及び児童発達支援
管理責任者研修
　　　　　　↓
　　　　基礎研修

指定障害福祉サービス事業所においてサービス
管理責任者として従事しようとする者又は指定障
害児入所施設及び指定障害児通所支援事業所
において児童発達支援管理責任者として従事し
ようとする者

※H31.1.18国事務連絡により、早期に事業所開
設を予定している事業者からの受講申込者を優
先

共通講義
１日間
＋
分野別講義
及び
分野別演習
２日間
（19時間）

講義
１日間
＋
演習
１日間
（15時間）

(2)更新研修
  ※５年毎の受講

＜平成31～35年度（2023年度）＞
　平成18～30年度の間に研修を修了した者。な
お、今後５年間での受講見込者数は約2,000人と
想定されることから、１年度当たり400人の受講枠
を設定し若い年度の修了者を優先。
＜平成36年度（2024年度）以降＞
①過去５年間に２年以上のサービス管理責任者
等の実務経験がある者又は②現にサービス管理
責任者等として従事している者

障害福祉サービス等人材育成事業の平成３０年度事業実績と平成３１年度事業計画案

区分 研修の名称 受講対象者

平成３０年度　事業実績 平成３１年度　事業計画

研修日数 研修日数

①相談支
援従事者

(1)初任者研修 相談支援事業に従事しようとする者
講義２日間、演習３日間
（講義含め31.5時間）

指定相談支援事業所等において相談支援業務
に従事しており、一定の経験を有する者

３日間（18時間） ３日間（18時間）
※H32以降は24hでの実施検討

同上 ２日間 ２日間

講義２日間、演習３日間
（講義含め31.5時間）
※H32以降は42.5hでの実施検討

現任研修終了後、相談支援業務に３年以上従事
した者

平成32（2020）年度以降の実施又は指定研修事業
者での実施を検討　※５日間（30時間）

講義1時間、
演習5時間
（1日6時間）
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障害福
祉計画
修了者
目標数

開催回数 定員
修了者数
(受講者

数)

障害福
祉計画
修了者
目標数

開催回数 定員
区分 研修の名称 受講対象者

平成３０年度　事業実績 平成３１年度　事業計画

研修日数 研修日数

１回
（青森市）

100 124
１回

（青森市）
100

１回
（八戸市）

100 71 １回
（八戸市）

100

計 200 200 195 計 200 200

(2)実践研修 100 １回 100 143 100 １回 100

計 300 300 338 300 300

(1)一般課程 60 １回 60 46 60 １回 60

(2)応用課程 50 １回 50 24 50 １回 50

計 110 　 110 70 110 　 110

合計 905 975 924 905 1,305

③強度行
動障害支
援者

(1)基礎研修
障害福祉サービス事業所又は相談支援事業所
等の従事者で、知的障害及び精神障害のある児
者を支援している者又は今後従事する者

２日間　（12時間）

２日間　（12時間）

基礎研修を修了した者

２日間　（12時間）

２日間　（12時間）

２日間　（12時間） ２日間　（12時間）

一般課程を修了した者 ２日間　（12時間） ２日間　（12時間）

　 　 　

④同行援
護従業者

青森県内において同行援護事業を実施している
事業所で現に同行援護に従事している者等

３日間　（20時間） ３日間　（20時間）



 

障害福祉サービス等人材育成事業における受講料の見直しについて 

 

１ 東北各県の受講料水準（委託実施のもの）                           （単位：円） 

区  分 相談初任 相談 

現任 

相談

専門 

サビ管 強度 

行動 

同行援護 受講料算定内訳 

講義 全日 一般 応用 

本県（A） 500 1,000 900 800 1,100 1,200 3,200 2,300 資料代 

岩手県 - 1,000 1,000 - 3,500 - - - 資料代＋会場費 

秋田県 4,000 10,000 8,000 4,000 10,000 - - - 資料代等で委託先決定 

宮城県 - 10,000 8,000 - - - - - 資料代＋人件費一部 

山形県 - 10,000 6,000 6,000 6,000 4,000 6,000 3,000 資料代＋講師料等 

福島県 3,000 7,500 4,500 4,500 5,000 - - - 資料代＋会場費 

平均（B） 3,500 7,700 5,500 4,800 6,100 4,000 6,000 3,000  

平均との差（B-A） 3,000 6,700 4,600 4,000 5,000 2,800 2,800 700  

   ※「-」は未実施又は指定研修事業者が実施（概ね 1.5～3万円） 

 

２ 見直しの内容 

   他県に比して著しく低額な受講料となっている現状、平成 31 年度からのサービス管理責任者等研修の新カリキュラム移行及び平成 32 年度（2020 年

度）以降の相談支援従事者研修の新カリキュラム移行に伴う研修日数の増等を踏まえ、資料代のほか、他県でも算定している研修当日の会場費（ホワイ

トボード等の備品等借上料を含む）を算定基礎に加えることとする。 

 

３ 見直し後の受講料（目安）  

区  分 相談初任 相談 

現任 

相談 

専門 

サビ管 強度行動 同行援護 

講義 全日 基礎 更新 基礎 実践 一般 応用 

現行(A) 500 1,000 900 800 1,100 733 1,200 1,200 3,200 2,300 

会場費(B) 50,000 210,000 180,000 20,000 280,000 320,000 400,000 140,000 110,000 90,000 

受講人員(C) 300 100 85 50 260 400 200 100 60 50 

1 人当会場費(D=B/C) 166 2,100 2,117 400 1,076 800 2,000 1,400 1,833 1,800 

会場費込(E=A+D) 666 3,100 3,017 1,200 2,176 1,533 3,200 2,600 5,033 4,100 

見直し後（100円未満切捨） 600 3,100 3,000 1,200 2,100 1,500 3,200 2,600 5,000 4,100 

東北平均 3,500 7,700 5,500 4,800 6,100 - 3,500 7,700 6,100 4,000 

※実際の受講料は、予定されている資料代及び会場費（備品等借上料を含む）に係る１人当たりの額による（開催要綱に受講料を記載） 
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